
2012 研修分科会
私立大学図書館協会 東地区研究部

第 5回　開催ご案内

第
４
期

ホ ー ムペ ー ジ よ り
神奈川⼤大学

日時
2012年11月8日（木）
13:00-17:00

会場
神奈川大学

横浜キャンパス　1号館大会議室

（1号館は，正門を入って正面の建
物です。）

集合
13時は開始時間です。欠席の場合は
事前にメーリングリストにご連絡く
ださい。当日急に来られなくなった
場合や遅刻する時は、下記の大学図
書館支援機構事務局携帯電話に必ず
連絡をお願いします。

メーリングリスト
2012kenshu@googlegroups.com
（このML宛のメールが配信されるメ
ンバーは、研修分科会会員、幹事
校、IAAL事務局です。）皆さんへ
のお知らせはこのメールにお送
りください。

IAAL事務局連絡先
170-0004豊島区北大塚1-19-12
TEL: 03-5961-3401
FAX: 03-5944-5087
E-mail: info@iaal.jp
IAAL緊急連絡先（携帯番号）
090-9100-0387

会場案内
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アクセス・交通
●東急東横線「白楽駅」下車　徒歩13分

●横浜駅西口バスターミナルから横浜市営バスを利用（東神奈川駅西口経由）
【1 番乗場 36 系統】
菅田町/ 緑車庫行-約14分-神奈川大学入口」または「六角橋西町」下車
【1 番乗場 82 系統】
八反橋/ 神大寺入口行-約14分-神奈川大学入口」または「六角橋西町」下車
●片倉町駅前（横浜市営地下鉄）より横浜市営バス利用
【2 番乗場 36・82 系統】
東神奈川駅西口/ 横浜駅西口行-約6分-「六角橋西町」または「神奈川大学入口」下車
アクセスマップは下記のURLを参照してください。
　http://www.kanagawa-u.ac.jp/access/yokohama/



第5回 課題
古今東西図書館協力事典　分筆
　全員で分担して，古今東西の図書
館間協力／連携の色々な在り方を調
べ，まとめてみることにより，連携
することによってできる図書館の可
能性を考えてみたいと思います。課
題は，その素材を用意することを目
的とします。
　項目の分担と掲載事項は，別紙を
参照してください。（分担は個人交
渉で替えても構いません。）
　書式はWordでA4，10ポイント，
横書き1枚に収めてください。
　研修分科会への提出はメーリング
リストにお送りください。完成した
ものは，図書館員のためのリポジト
リにアップします。

提出期限：10月31日（水）

　11月16日私大図書館協会東地区研

究会／交流会の発表準備のための時

間も設けます。

第6回は...
テーマ：情報リテラシー
大学の教育で「アクティブラーニン
グ」ということが叫ばれています。
その本質は資料をいかに活用できる
かということにかかっていると考え
ると図書館の情報サービスの考え方
に大きく関わってきます。米澤誠氏
に情報リテラシーと大学での学びに
ついてご講演いただく予定です。
こちらも，12/20も乞うご期待！

持ち物

開催案内
講演レジュメ（開催日の１週間前

頃にMLで配布しますので，各自で印
刷し，持参してください。）
名札もお忘れなく！ 

テーマ　大学図書館間の連携
講演：JUSTICE （大学図書館コン

ソーシアム連合）の設立経緯と活動
熊渕 智行 氏

（国立情報学研究所　学術基盤推進部　
図書館連携・協力室長）

　2010年10月に「大学共同利用機関法

人・システム研究機構国立情報学研究所

と国公私立大学図書館協力委員会との間

における連携・協力の推進に関する協定

書」が締結されました。これに基づき、

2011年4月に発足したのがJUSTICEです。

今回はJUSTICE事務局長でもある熊渕氏

に標記演題でご講演をお願いします。

　JUSTICEは今ホット！な話題ですが、

大学図書館間の連携は様々な場面でこれ

までも行なわれてきました。歴史的には

共同分担目録、相互貸借、資料保存、研

修等々、1館1大学では解決が難しい問題

を新たな枠組みで協力しあってきまし

た。図書館間の連携への関わり方は、目

的や規模によって異なりますが、各館が

どう主体的に共同していくかについて

は、館員一人一人の考え方とマネージメ

ント力によって差がでてきます。

　館内で解決できることか、連携のメ

リットは何か等を把握し、どのように実

行するかを講演から吸収していただけれ

ばと思います。

課題発表／グループ作業

　今回の研修分科会では，具体的な成
果物として『古今東西図書館協力事典』
をみんなで編纂してみたいと計画してい
ます。右記（→）の課題を事前に提出し
ていただき，当日は持ち寄った記事を事
典に仕上げる作業を分担して行います。

　・まえがき・目次・凡例作成チーム
　・記事の査読と統一チーム
　・索引・あとがき作成チーム

①まずは，チーム毎に作業方針を決めて
ください。
②その後，１人ずつ課題の発表をしても
らいます。
③再度チームに分かれて，各作業を完成
させてください。
【ココまでが当日，紙ベースで行う作業
です。事前提出された課題は各チームに
1部事務局で印刷して用意します。】
分科会終了後，各チームの成果物を
WordにしてMLに提出してください。

時間 内容

13:00-13:05 事務連絡

13:05-15:00 熊渕氏講演：JUSTICEの設立経緯と活動

（質疑応答含む）

15:00-15:15 ティーブレイク

15:15-16:30 発表／グループ作業

16:30-16:50 11/16の研究会準備

16:50-17:00 次回予定について

Time table

2012年度第4回　岡本氏によるWS


